小中学校統廃合計画

について
質問　統廃合を平成二十五

年度まで急いで完了する必

要があるのか。通学区の見

直しによる既存建物の有効

利用は検討できないか。

答弁　学校教育環境適正化

検討委員会の答申及び湯沢

市教育委員会の提言を基本

に児童・生徒数の推移、施

設の状況、複式学級の解消

等、諸条件を総合的に勘案

して学校の組み合せを行っ

た。できる限り目標年度に

向けて統廃合を進め、適正

な条件のもとで学習に取り

組めるように努める。

質問　東小学校移転先の敷

地面積は十分なのか、仮に

東小、北小、岩崎小三校が

統合するとすれば、北中学

校の改築と一緒に小中一貫

校構想での学校建築が考え

らないのか伺います。

答弁　拡大候補地の用地九

千平方メートルの取得に向

け鋭意折衝を行っている。

東小学校続いて北中学校改

築という関係でどのような

学校環境ができるか教育委

員会サイドと相談、検討し

ていきたい。

国道三九八号線について

質問　ルート三九八交流宣

言された栗原市との交流に

ついて、また国道三九八号

線の通年通行に向けての取

り組みについて伺います。

答弁　国道三九八号線は、

観光振興を図る上で重要路

線であり、旧皆瀬村と旧花

山村、石巻と稲川、皆瀬と

いう交流が前々からあり合

併を契機に観光物産交流事

業を発展させ、さらに有効

な連携に努めたい。通年通

行の実現向けた対策事業に

は多額の費用を要すると思

われるが、県との調整を図

りながら当面は四月早期の

開通ができるように、さら

には通年通行に向けて両市

の共通課題として要望して

いきたい。

湯沢市活性化

の取り組みについて
質問　湯沢の活性化に取り

組んでいる市民の意見や計

画を受け入れ、検討してみ

る窓口の新設はできないか

答弁　広く市民の声を拝聴

し、まちづくりに生かして

いくことは非常に大事なこ

とである。これからは地域

自治組織等の成熟とともに

この結集された地域力が市

の課題を克服し、地域の活

性化を促す大き原動力とな

る。その地域力の醸成と発

展を担う地域コミュニティ

ーや地域自治組織の育成に

精力的に取り組んでいる。

全庁全課所、全職員一人一

人が市役所の窓口であると

いう意識を持って住民に接

する事が重要である。今後

組織機構の再編とあわせて

検討する。

